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１．概要（Summary） 

近年の I o T化やロボット化のニーズの高まりにより、高

精度地図や高精度ポジショニングなどの要求が高まって

いる。ジャイロはこのキーデバイスとなっており、低価格で

高精度なジャイロへの要望が高まっている事から、これら

を両立できる工法を確立したいと考えた。そのため、素子

性能を検査した後に精度補正のため、露光、現像、エッ

チング等の微細加工プロセスを用いてトリミングをおこなう

ことによる、精度向上の可能性調査の実験を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マイクロシステムアナライザ、高速マスクレス露光装置、

磁気中性線放電ドライエッチング装置、集束イオンビー

ム 

【実験方法】 

多摩川精機では車載用ジャイロ用として、LiNbO3（以

下 LN）を用いた振動ジャイロを実用化している。これまで

の実験（F-17-KT-0161）等において、時間変化による相

関性の悪化が見られている事から、深さ方向に削る量を

極端に増やし相関性を確認してみたところ、形状エッチン

グで掘った量との相関性を見出す事は出来た。ただエッ

チング量が少ない場合、あるいは表面だけのエッチング

の場合は、事件変動が大きく、調整量との相関性が見い

だせない現象が再現した。調整箇所と実際に電気特性の

うち、調整対象とした漏れ電圧の前後比較を Fig. 1 に示

した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

形状加工により、電気特性が変化する事は確かめられ

たが、前回同様、時間変動の影響を受けた結果となった。

メカニズムの解明を引き続き行う必要があると考える。 

 

Fig. 1 Focused ion beam etching amount and electrical 

characteristics. 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 


